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A rhythrnic sportive gyrnnastics events is held and guided the adrninistration plan to success 
that it advance preparations is necessary. 
Make a prudent plan is necessary in to asysternatic study and adrninistration according to 
the scale and the type. 
An interscholastic athletic rneet of rhythrnic sportive gyrnnastics is to be held in Kobe the 
current year. 
1 rnade an adrninistration plan in regard to events holl. 
We rnust control an athletic rneet so that the whole rnanual will be rnanaged rationally， put 
a construction events holl and the duties contain into practice with certainty. 
This is the only and reliable rnethod that has been confirrned investigation about an aι 
rninistration plan and enforrernent of rhythrnic sportive gyrnnastics. 
緒言
現代社会において人々の健康は経済文化のめざましい発展に反比例し体力は低下しつつある現状と言える.
このため社会体育の振興を隠え，健康の増進と体力の向上を計り，さらに生涯体育へと発獲する能力を養う目的
の各種教育の繁栄怒りは自を見張るものがある.
その中にあって体操は健康維持増進のために意図的に作られた運動であり，年令を隠わず誰でもが楽しめるも
のである.
しかしながら以前からの無味乾燥な形式体操では飽き足らず，内面へ働きかける体操として発展して来たのが
新体操である.
新体操は時代と共に進歩し， 1984年ロスオリンピックを契機に国民の間にも殺しまれ，学校や社会体育等で
も緩んに実施される様になって来た.新体操の自然、でリズミカノレな動き，優美な表現，興味ある手兵操作，さら
に演技と調和し引き立たせる伴奏音楽等は芸術ともきえ，人々に大きな感動を与えるのである.
これらの特性が女子に最も人気あるスポ…ツの lつとして現在全国有数の教室があり，兵庫県においても皇室ん
に行われているのである.
今回はこの新体操教室に在籍している児童・生徒が8身の要因としてどの様な目的意識を持って参加している
のか，身体的，精神的にはどの様な影響を与えているのであろうかを分析しようと思う.又合わせて背後の家庭
的要図である家庭潔境とも比較しながら実態を犯援し，今後のより良い方向性を見い出したい
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研究方法
1 .識変期間 平成元年6月中旬~王子成2年4月上旬
2.調査対象 兵庫県下の新体操教察に所属する 6~14 才の女子と雨続(I∞家族)
6才児 3名 9才児 9名 12才児 8名
8名
6名 (平成2年 1月現在)
7才児 1名 10才児 24名 13才兇
8才児 13名 11:才児 18名 14才兇
3.調査方法 質問紙法によるアンケート調査(出収率 84010) 
結果と考察
最初に児童・生徒の運動に対する意識を調査してみる事にした.
1 .運動の好嫌
Table 1. Likes and DisJikes of Sports Table 2. Likes and DisJikes of Physical Education 
n=100 n=100 
1 .好き 94名 1.好き 88名
1名
1名
88% 
1% 
11% 
94% 
2.嫌い
3. どちらでもない
l名
5名
1% 
5% 
2.嫌L、
3. どちらでもない
Table 1から，ほとんどの児童-生徒が好きであると答えている. 1名の嫌いと問答した者は所属の遜自とし
て母親からの勧めで‘やせたいのでと述べている. (T油le 1~2 を x2…検定， x2=2.448 有意義無し)
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緩日 n 
， 
1 .体操 51名
2.器械体操 40名
3.球技 35名
4.陵上 44名
5.水泳 52名
6. ダンス 44名
7.格技 4名
8.その他 6名
9.無回答 2名
n " 
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2.溜い率に関して
Table 4. Put int Lessons and Put out 
n=l00 
Table 5. Kinds of Lessons 
1.通っている
2 通っていない
89名
11名
89OJo 
11 OJo 
種目
1 .塾
2. ピアノ
3.そろばん
4.泰道
5.絵
6. スイミング
7.バレエ
8.体操
9.器械体操
その他
n " 司目b
28名 31 
42名 47 
12名 13 
14名 16 
1名
11名 12 
26名 29 
1名
l名
23名 26 
n"==愛媛問答
Taちle4より 90OJo近い者が通っていると答え，新体操を含めると遡2日以上となり多い者は6日と回答して
いる.これは現在社会の教育に対する傾向がそのまま伺える点である.Table 5からその種類としてピアノが半
数近い%を占め，以下塾，バレエと続く.ピアノに関しては音と動きのリズムの調和に関して有効であり，又
新体操の演技を偲性的に印象づけるためにも織の構成が大事になってくる.さらに情緒的にも影響を与えるので
はなかろうか.パレエに関しては新体操の基本トレーニングとしてパーレッスンは欠く苦手の出来ないものであり
幼少より実施している者は身体的支配能力が高く高度の難度要素ーな含む演技が行えるのである.
その他としてミュージカノレ，ブラスパンド等の回答があった これらも関連があるのではなかろうか.
3.新体操教室に所属した動機について
Table 6から何故新体操を始めたのかを開いてみると楽しそう，おもしろそうが多く，テレピ等のマスコミの
影響も挙げられている.
Table 6. A Motive for belong to Club 
稜民 n" OJo 
a.母親に勧められて 30名 30 
b.父殺に勧められて O名 O 
c 家族に勧められて 4名 4 
d.先生に勧められて 2名 2 
e.友人に勧められて 15名 15 
f.テレビで見て興味をもったから 40名 40 
g. *.雑誌で見て 3名 3 
h.縞麗だから 27名 27 
i.楽しそうだから 47名 47 
j. レオタードが着たL、から 7名 7 
k.手兵がおもしろそうだから 37名 37 
1.試合に出てみたし、から 12名 12 
m.体力の向上があるから 3名 3 
n.痩せたくて 8名 8 
o.運動不足を解消するため I名 l 
p.健康に良いと思ったから 18名 18 
q.体を柔らかくしたし、から 29名 29 
r.友人が欲しいから 6名 6 
12 
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又3人に 1人の%で母親の勧めがあり関心度の高さを示しているのではなかろうか.
身体箇からは柔軟性を発掬する特倣からかやはり高い%である.
4.実際に新体操を始めた年令に関して
Fig.l より 6~7 才が半数を示し 8~9 才はユ弱になる.これは小学校入学から中学年にかけてである.外国を
3 
例にとるとフソレガリア，ソ連等は 3 才位から始めるため 12~13 才ですばらしい選手に育つ.
(伊
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Began to Rhythmic Sports Gymnastics. 
5.新体操に所属して感じた家柄について
精神面と身体商に関して築計したところ表には挙げていないが 82名以上の者が楽しくて上手になりたい，
もっと続けたし、と恩っている.又そpJ主のおもしろさにひかれ，華やかなレオタード着用を希望する者も 50名以
上となっている.
又対人関係から友人がi替え試合にも積極的に参加したし、と考えている様である.
次に身体的に変化した事例で80%近くの者が柔軟な体になったとしている.体力向上，健康， リズム感，筋力，
パランス感覚を得たとした者も高い%を示している.精神預と身体面とを比較すると精神的に満足している者
がおい様に思う.
6.所属して現在自分自身で半IJ駁した精神的，身体的特徴について
Fig. 1. 
n=100 
普通
55010 
76010 
53010 
44010 
15010 
68010 
46010 
*13010 
有意慈有り
*υ両手利き
L 、し、え
7010 
5010 
10% 
4010 
1010 
1010 
24010 
4010 
P=O.OI 
Give me Yours Characteristic 
n口 100 (2) Fhysical Characteristic 
普通 項目 はい
29010 a.器用 38010 
31010 b 手足が長い 19010 
42010 c .体が柔らかL、 37% 
74010 d .体力がある 52% 
72010 e .健康 84010 
64010 f. スマートである 22010 
有意義手寄り g.背が高い 30010 
h.右利き 83010 
x2=211.7ヲ6 d.f.14， 
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Table 7. 
L 、L、え
010 
8010 
3010 
3010 
7010 
1010 
p之江0.01
(1) Mental Characteristic 
項目 はい
a.明るい 71010 
b 活発 61010 
c.友人が多い 55010 
d.勉強が出来る 23010 
e.積極的 21010 
f.真面Il 35010 
x2= 103.719 d.f.lO， 
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Table 7より 600/0の児童-生徒が明るく，活発で友人が多い性格である.勉学に関しては70%余りの者が普
通と回答している.身体的には健康な者80%余り，体力のある者50%余りと窃答している. 20%余りの者は
太っていると問答しているが，身長，体重から考慮すると普通に近い数値を示す 利きそFに関して 4%が左利き
で 13%の者が両手利きとなっているが，新体操にとって左右同じ様に使沼して動く事が大事であるため，少な
からず優位に立つことが出来る.
7.試合経験について
Table 8. Experience of Game 
n=100 
1 .有る
2.無い
3.無記入
16名
82名
2名
16% 
82% 
2% 
Table 8 から出場経験は 16% であった.新体操のジュニアの試合は年間に 2~3 閥位しかなく，中日本，全日
本は予選があるため大半の者は出場出来ない.又試合に出場するためには2種類のそF兵を使用して各種運動要素
群を満足させなければならず，最低でも 2~3 年の日数を喜きするからである.
しらしながら全国大会，国際大会等の試合を見学し，目標とする選手を挙げており意識は高い様である.パノ、
パ，秋山エリカ等は4人に 1人が好きな選手として回答している.
8.好きな手具に関して
手具
ボーノレ* * * * * 
リボン* * 本 * * * * * * * * * * * * * * * * 
グラフゃ******** ネ * * 
ロ…プ* * 
リング* * * 
全部*
無沼答* * 
10 20 30 40 
Fig. 2. Likes of Gymnastics Thing. 
50 人数
(愛複回答)
Fig.2からやはり優美なりボンを好む児童，生徒が多く 60%であった.ロープは6%で‘見た自の美しさにやや
欠けるからであろうか.今後使用したし、としている手兵の項でもロ…プが3%であった.
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9.家族の運動経験について
Table 9. Experience of Sports Parental Table 10. Parental Likes and Dislikes of Sports 
ねな口100 n= 100 
1.有る
2.無い
父親 76名 76%母親 71名 71% 1.好き 父親 76名 760/0 母親 64名 64%
父親 19名 19%母親 28名 28% 2 .嫌い 父親 4名 4%母親 4名 4%
3.無記入 父親 5名 5%母親 1名 1% 3.どちらでもない 父親 20名 20%母親 32名 32%
x2=3.743 有資差無し がココ3.798 有意差無し
Table 11. Interest in Sports Table 12. Present Circumstances at Enforcememt of Sports 
n=loo n=loo 
1.有る
2.無い
3. どちらでもない
父親 85名 85% 母親 82名 82% 1.実錯している
父親 4名 4% 母親 i名 1 % 2.実漉していない
父親日名 11%母親 17名 17% x2=6.8 
x2=3.138 有意去を無し
父親 51名 51%母線 37名 37%
父親 49名 49%母親 63名 63%
d.f.1， P口 0.01 有意義有り
父親と母親に学生時代の運動経験と運動に対する好嫌，及び関心度を聞いてみた.
Table 9から父親で 76%母親で71%の者が経験が有ると答え関心度も肉親共80%以上で非常に高い%をぶ
している.好嫌に関しても 76%，64%と総合的に判断しておいのではなかろうか.只現在の運動実滅状況にお
いては，仕事や家庭の関係で%がイ尽くなるが，それでも父親の2人に l人は実施していることになる.
実施緩gに関しては，父親はやはりゴノレブ，テニス号事が多かった.母親はテニス，各種体操が挙げられている.
10.子供が所属してから気付いた事柄に関して
Table 13. Y ou Sensed Something for Belong to Club n口 100
項釘 t主L、 L 、L、ぇ 変化無し
a.性格が明るくなった 31 % 0% 69% 
b. ;g、耐強くなった 43% 0% 57% 
c 協調性ができた 30% 0% 70% 
d 積極的になった 32% 0% 68% 
e. J壁任感が強くなった 25% 0% 75% 
f.自主独立性が出てきた 32% 1% 67% 
g.礼儀正しくなった 27% 1% 72% 
h.時間に正確になった 31% 1% 68% 
i.食物の好き嫌いがなくなった 14% 2% 84% 
j .健康になった 55% 0% 45% 
x2=56.421 d.f.18， P口 0.01 有意差手ぎり
以前と比較してそ子供の性格等がどの様に変化してきたかを聞いてみた.
Table 13より 43%で忍耐強くなったとしており，性格が，明るくなった，協調伎がで、て来た，積極的になっ
たが30%前後の%を示している.但し以前からの性格であると問答し今回は変化無しの怖になっているもの
があり，全体としては良い傾向であるときえよう.又身体的にも 55%で健康広なったとしている.次にTable
14から考慮、して家族としては非常に好意的に受け入れているようである.
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Table 14. Hope of Keep on Belong to Club about Rhythmic sports Gymnastics 
n=100 
1.はい 84名 84070 
2. ¥， 、L、え l名 1%
3.わからない 15名 15% 
11 .新体操の続行希禁の有無に関して
Table 14から 84%の高い%で続行を希望しており，理解されているのではないだろうか. ¥， 、し、えと回答し
た者が 1%あったがそれはTable13で時間にノレーズになった，依存型，態度が恵、くなったためとしている.
12.新体操の試合参加や入賞希望の有無について
Table 15. Hope of Take Part in the Game Table 16. Hope Won the Prize 
n=100 n=100 
1.IH、 69名 69% 1.1主L、 54名 54% 
2. ¥， 、し、え 10名 10% 2. ¥， 、L、え 12名 12% 
3.わからない 21名 21% 3 わからない 34名 34% 
Table 15， Table 16から 69070の者が参加させたし、希望を持っている.但し21%のわからないとした中で、本
人の気持次第との問答が大半であった. (Table 14~16 を X2 検定 x2口 29.716. d.f.4， P=O訓 有怠差有
り)
まとめ
新体操教室に所属している児主主・生徒の現状は，全体的に非常に高い割合で運動が好きであり，楽しそう，お
もしろそうという興味度の点がウェイトを占めている.精神的にも陽伎であり，身体的には健康で体力があるた
めほとんどの児議・生徒が今後も続けたいとしているのであろう.又この様な子供に対して雨続は自分自身の運
動に対するZ意識の強さが充分な理解を示し，更に運動する毒事が好きとL、う家庭環境を生み出させるのであると言
える.
新体操を続ける毒事によって，豊かな創造伎を培い，自由な表現を楽しみながら，現代社会の会環約な機械りズ
ムの生活の中で，自然のリズミカノレな動きを取り戻す事:が出来るであろう.
今回は新体操教室の生徒側からの調査を行ったが次聞は指導者に対する資料を揃え雨者の関係がうまく成立し
新体操の今後の発展のため問題点を追究して行きたい.
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